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pers and leafhoppers and effect on spider density. Koichi TANAKA and 
Akio SATO (Kyushu National Agricultural Experiment Station, Chikugo, Fukuoka 

833. Chugoku National Agricultural Experiment Station, Fukuyama, Hiroshima 

721.)

ウ ンカ ・ヨコバ イ類 は,西 日本 に お いて現 在 最 も重 要

な水 稲害 虫 で あ るが,従 来 の殺 虫剤 に対 す る薬 剤 感受 性

の 低 下 が 問題 に な って い る(小 島 ら,1963;岩 田 ・浜,

1971;細 田,1983)。 最近 これ ら薬剤 感 受性 低 下 個 体群 に

効 果 の あ る2つ の 殺 虫剤,ブ プ ロ フ ェ ジ ンお よ びエ トフ

ェ ンプ ロ ッ クス が登録 され,実 用 に供 され つつ あ る。 こ

れ ら2つ の殺 虫 剤 の ウ ンカ ・ヨコ バ イ類 に対す る効果 判

定 を行 うた め,水 田 に お いて 圃場 試験 を行 っ た。

殺 虫 剤 の有 効 性 を評価 す る さい には,天 敵 に対 す る 作

用 も考慮 に い れ る必要 が あ る。天 敵 に お よぼす 影 響 が小

さ い殺 虫剤 で あ れば,殺 虫 剤 に よ る死 亡 をまぬ がれ た害

虫 の 個体 数 増 加 が天 敵 に よ って抑 制 され るた め,よ り効

果 的 な 防除 を行 うこと がで き る。 逆 に天 敵相 を破 壊す れ

ば,残 存 虫の 増 殖 によ って 害 虫密 度 が回復 した り,対 象

害 虫 以外 の種 が害 虫 化す る おそ れ も あ る。本 研 究 で供 試

した2つ の殺 虫 剤 は,そ の 選択 性 の違 い か ら天 敵 に対 す

る作 用 が異 な る と考 え られ る。 クモ類 は ウ ンカ ・ヨコ バ

イ類 の重 要 な捕 食者 で あ る こ とが示 唆 され て い る(IT6

ら,1962;KIRITANIら.1972)。 そ こで,こ れ らの殺 虫

剤 の クモ類 に お よぼ す影 響 につ い て も あわ せ て調査 を行

った 。

本 文 に は い る に先立 ち,原 稿 を読 み 貴重 な ご助 言 を い

た だ い た 九州 農 業 試験 場 の 風野 光 室 長 に厚 くお礼 申 し上

げ る。

材 料 と 方 法

供 試 薬 剤 と して ブプ ロ フ ェ ジ ン水和 剤(成 分濃 度25%>

お よ びエ トフ ェ ンプロ ッ クス乳 剤(同20%)を 用 い,対 照

薬剤 と して プ ロ パホ ス ・MTMC粉 剤(同1%,1.5%>

を用 いた 。 前二 者 は2,000倍 に希釈 して10aあ た り1508,

後 者 は10aあ た り4kg散 布 した。

試 験 は,福 山 市 西深 津 町 に ある中 国 農業 試 験場 の2つ

の水 田(面 積 各5a)で 行 った 。試 験 区 は1区 画 を5×9

mと し,各 処理 区 に つ き3区 画設 定 した。

供 試 品 種 と して ミネニ シキ を用 いた 。播 種 は1987年5

月15日 に陸 苗 代 で 行 い,基 肥 は施 用 せ ず硫 安 を追 肥 した。

田植 は6月19日 に 行 い,栽 植 密度 を30×15cmと した。 施

肥 はNl6%:P16%:K16%の仕 成 肥 料 を用 い,40kg/

10aの 基 肥 お よび20kg/10aの 追 肥 を行 った 。

薬 剤 散布 は,あ とに示 す よ うに主 要 な ウ ンカ ・ヨ コバ

イ ・クモ類 が試 験 可能 な密 度 に達 したこ と を確認 したの

ち,8月13日 に行 った。 水 和 剤 お よ び乳剤 は 手動 式 噴 霧

機 を,粉 剤 は手 動 式 散粉 機 を用 い て散 布 した 。

調 査 は粘 着剤(金 竜 ス プ レー:エ ス ・デ ィー ・エ スバ

イオ テ ック製)を 塗 布 した透 明 ア ク リル板(22×22cm)を

用 い た 払 い落 し法 によ り行 った。 払 い落 しは25株 を1反

復 と して行 い,捕 獲 した ウ ンカ ・ヨコバ イ類 およ び クモ

類 の個 体 数 を数 えた 。調 査 は,薬 剤 散 布 の20お よ び12日

前 に そ れ ぞ れ6反 復 行 い,散 布1日 前,1,4,7,15,

29日 後 に各 区画1反 復(各 処 理 区3反 復)行 った。 また

散 布53日 後(10月5日)に 坪 枯 れの調 査 を行 っ た。

結 果

ウ ン カ ・ヨコバ イ類 は種 別 に,ク モ類 は科 別 に個 体 数

を調 べ た。 捕 獲 した ウ ンカ ・ヨ コバ イ類 に は,セ ジロ ウ

ンカSogatell furcifera,ト ビイロ ウ ンカ ノNilaparvata

 lugens,ヒ メ トビウ ンカLaodelphax striatellus,ツ マ

グロ ヨ コバ イNephotettix cincticeps,イ ナ ズマ ヨコバ

イRecilia dorsalisの5種 が含 まれ てい た が,ヒ メ トビ

ウ ンカ と イナ ズマ ヨコ バ イの 個体 数 は少 な か った。
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クモ類 の ほ と ん どは ア シナ ガ グモ科,コ モ リ グモ科,

サ ラ グモ科 の クモ で 占め られ て いた。 ア シナ ガ グモ科 で

は ヤ サ ガ タア シナ ガ グモTetragnatha maxillosa,シ コ

ク ア シナ ガ グモT.vermiformisな どの ア シナ ガ グモ属 が

多 かっ た。 コモ リグモ科 の ほ とん どは キ クヅ キ コモ リ グ

モLycosa pseudoannulataお よ びキバ ラ コモ リ グモPira-

ta subpiraticusで あ り,と くに前 者 が 多 か った 。サ ラ グ

モ 科 は す べ て ア カ ム ネ グモ属Ummeliataな どの小 型 の種

で あ った 。 他 に ヒメ グモ 科,キ シ ダ グモ 科,サ サ グモ科,

フ ク ロ グモ科,カ ニ グモ 科,ハ エ トリグモ 科 の クモ が捕

獲 され た(以 後,科 は 省 略 しア シナ ガ グモ等 と記 す)。

1.ウ ンカ ・ヨ コバ イ 類 お よび クモ類 の 発生 消 長

ウ ン カ ・ヨコバ イ類 の 発生 消 長 をみ る ため に,無 散 布

区 にお け る株 あ た り払 い 落 し個 体 数 の変 化 を第1図 に示

した。 セ ジロ ウ ンカは,7月23日(薬 剤 散 布20日 前)に

は株 あた り29.9頭 で ウ ン カ ・ヨコバ イ類 の 中 で 最 も個 体

数 が 多か った が,以 後 個 体数 は減 少 し,9月11日(散 布

29日 後)に は0.09頭 と低 密度 に なっ た。 トビ イ ロウ ンカ

は セ ジ ロ ウ ン カ とは逆 に調査 初 期 には低 密 度 で あっ た が,

後 期 に は 急 速 に個 体 数 を増 し,9月11日 には 株 あ た り

71.8頭 に なっ た。 一方,ツ マ グロ ヨコバ イは株 あ た り0.9

～3 .9頭 とほ ぼ 一定 の 密 度 で推 移 した。

同 様 に,ク モ類 の個 体 数変 化 を第2図 に示 した。 ア シ

ナ ガ グモ とサ ラ グモは ほ とん ど同 じ個 体 数 変 化 の パ ター

ン を示 し,8月28日 以 降 に増 加 す るま で は株 あた り0,1

～0 。6頭 と比較 的 一 定 の 密度 を保 っ た。 コモ リ グモ は,

第1図 ウ ンカ ・ヨコバ イ類 の発生消長(株 あ

た り払 い落 し個 体数)。7月23,31日 は

6反 復の平 均値 を,そ れ以後 は無散 布

区の平均値(3反 復)を 示す。矢印 は薬

剤散布 日 を示す。

● セ ジ ロウ ン カ

□トビイ ロ ウ ン カ

▲ ツ マ グロ ヨ コバ イ

○ ウ ン カ ・ヨ コバ イ類 合 計

日数 の経 過 と と もに徐 々 に個体 数 が増 加 した。

薬 剤 散 布 は,主 要 な ウ ンカ ・ヨコバ イ ・クモ類 が増 加

した の ちに行 った 。

2.ウ ン カ ・ヨ コバ イ類 に対 す る防 除効 果

第3図 は各 処理 区の ウ ンカ ・ヨ コバ イ 類の 株 あた り払

い 落 し個 体 数 の 変化 を示 す。 ブ プ ロ フ ェ ジ ンお よびエ ト

フ ェ ンプ ロ ッ クス は ウ ン カ ・ヨ コバ イ類 に対 しきわ め て

高 い 防除 効 果 を示 した 。 エ トフ ェ ンプ ロ ック スは 散布1

日後 にす で に効 果 が現 れ た の に対 し,ブ プ ロ フ ェ ジ ンで

は4～7日 以降 に効 果 が現 れた 。 両 薬剤 とも効 果 は散 布

29日 後 まで 続 い た が,エ トフ ェ ンプロ ッ クス散 布 区 で は

後 半 に ト.ビイロ ウ ンカが や や増 加 す る傾 向 がみ られた 。

対 照 薬 剤 と して用 い た プ ロパ ホ ス ・MTMCは,ツ マ

グ ロ ヨ コバ イに対 して は やや 防除 効 果 が あ った が,セ ジ

ロ ウ ンカ と トビイ ロウ ンカは 散 布 直後 にや や密 度 が低 下

した もの の,最 終 的 に は無 散 布 と変 わ ら なか っ た。 セ ジ

ロ ウ ンカで は 散布7日 後 に無 散 布 区 の約6倍 の密 度 に増

加 し,ト ビ イロ ウ ン カで は10月5日 まで に無 散布 区 の2

倍 の面 積 の坪 枯 れ が発生 し(第1表),防 除 効 果 は認 め ら

れ な か った 。

3.ク モ類 の密 度 に お よ ぼす薬 剤 散 布 の 影 響

第4図 は クモ 類 の株 あた り払 い落 し個 体数 の 変 化 を示

し て い る。 薬 剤 散 布 の影 響 は,ア シナ ガ グモ に最 も顕 著

に現 れ た。 特 にエ トフ ェ ンプ ロ ック ス散 布 区 では,散 布

1日 後 か ら急 激 に密 度 が下 が り,7日 後 には散 布 前 の約

1/18に な っ た。 ブプ ロ フ ェ ジ ンと プ ロパ ホ ス ・MTMC

は 同 程度 の影 響 を与 え,無 散布 区 よ り密 度 が低 くな っ た。

コモ リ グモ で は,薬 剤 散 布区 は無 散 布 区 に比 べ個 体 数

第2図 クモ類の発生消長(株 あた り払 い落 し

個体数)。各点 および矢 印の意味は第1

図 と同 じ。

▲ アシナガ グモ

● コモ リグモ

□サラ グモ

○ クモ類 合計
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増加 が抑 制 され た が,そ の違 い は 大 きく なか っ た。 プ ロ

パ ホ ス ・MTMCと エ トフ ェ ンプ ロ ック スで は ,散 布 の

影響 が前 半 に現 れ た の に対 し,ブ プ ロ フ ェ ジ ンで は後 半

にな っ て現 れ た。

サ ラグモ は,プ ロ パホ ス ・MTMCと エ トフ ェ ンプ ロ

ッ クス散 布 区 で は い った ん 密度 が低 下 した が,29日 後 に

は無 散布 区 と同 程 度 の 密 度 ま で回 復 した 。 ブ プ ロフ ェ ジ

ンは あ ま り影響 が ない よ うで あ っ たが,15～29日 後 に は

無 散 布 区 よ り密 度 が低 くな っ た。

考 察

供 試 した2つ の 殺 虫 剤,ブ プ ロ フ ェ ジ ンお よび エ トフ

ェ ンプロ ッ クスは ウ ン カ ・ヨコバ イ類 に 対 し高 い 防除 効

果 が認 め られ,特 に ブプ ロ フ ェ ジ ンは トビイ ロ ウ ンカ に

エ トフ ェ ンプ ロ ックス は ツ マ グロ ヨ コバ イ に対 して卓 効

を示 した。 ま た,エ トフ ェ ンプ ロ ッ クス では 散 布 後す ぐ

に効 果 が 現 れ たの に対 し,ブ プ ロ フ ェ ジ ンでは 効 果 が現

れ る まで に約1週 間 を要 した。 しか し,残 効性 の点 で は

ブ プ ロフ ェ ジ ンの 方 が優 れ て お り,工 トフ ェ ンプ ロ ック

スで は15～29日 後 には トビ イロ ウ ンカの 個 体 数 が 回復 す

る傾 向 が あっ た。 この よ うな速 効 性 と残 効 性 お よ び害 虫

種 に 対 す る作 用性 の 違 い は,両 薬 剤 の作 用特 性 をよ く反

映 し て い る。 した が って,こ れ らの 殺 虫剤 を使 用 す る際

には,両 者 の特 性 をよ く考慮 す る必 要 が あ る。

本 試 験地 で お も にみ られ た3科 の クモ の 中 で,薬 剤 散

布 の 影響 を最 も強 く受 け た のは ア シナ ガ グモ で あ っ た。

ア シナ ガ グモ科 の ほ とん どは ア シナ ガ グモ 属 で あ った。

ア シナ ガ グモ属 は イ ネの株 間 に水 平 円網 を張 り,造 網位

置 は イ ネの 中位 か ら上 位 が 多 い。 一 方,ア カム ネ グモ属

第1表 トビイロ ウンカによる坪 枯れ数 ・坪枯れ面 積

(3区 合計)

1)坪 枯れ1個 の面 積は(長 径+短 径)/2を 直 径とす る

円 の面 積で概算 し,そ れ を合計 した。

第3図 薬剤 散布によ るウ ンカ ・ヨコバ イ類の株あた り払 い落 し個体数の変 化

○:無 散布,●:ブ プロフェジ ン,□:エ トフェ ンプロ ックス

▲:プ ロパホ ス ・MTMC,
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第4図 薬 剤散布によ るクモ類 の株 あた り払 い落 し個 体数の変 化

○:無 散布,●:ブ プロ フェジ ン,□:エ トフ ェンプロックス

▲:プ ロパホ ス ・MTMC.

な どの小 型 の サ ラ グモ は イ ネの株 元近 くの茎間 に造 網 し

コモ リグモ は水 面 ,地 表,イ ネ下部 な ど を徘 徊 す る。 し

た が って,ア シナ ガ グモ は 最 も薬剤 に さ ら され や す く,

その た め 散布 の 影 響 を強 く受 け た と考 え られ る。 し か し

な が ら,ク モ の 種間 で薬 剤 感 受性 にか な りの違 い が あ る

場 合 があ り(川 原 ら,1971),ア シナ ガ グモ は他 の クモ

類 よ り薬 剤 感 受性 が 高 いの か も しれ な い。

KIRITANIら(1972)に よ る と,ウ ンカ ・ヨ コバ イ類 の

捕 食者 と して重 要 な クモ 類 は キ クヅ キ コモ リ グモ とセ ス

ジア カ ム ネ グモUmmeliata insecticepsで あ り,ア シナ

ガ グモ は そ れ ほ ど重 要 で は な い。 しか し
,ア シナ ガ グモ

の個 体 数 減 少 は ウ ンカ ・ヨ コバ イ類 以 外 の 害 虫 の増 加 を

引 き起 こす 可能 性 が あ り,注 意 を要 す る。

クモ 類 の密 度 変 化 を処 理 区 間 で比 較 す る と,エ トフ ェ

ンプ ロ ッ クス散 布 区 で最 も密 度の 低 下 が 大 きか っ た。 ブ

プ ロ フ ェ ジ ン散布 区 で は ア シナ ガ グモ を除 い て密 度 の 低

下 は み られ な か った が,後 半 には無 散 布 区 に比 べ て個体

数増 加 が抑 え られ る傾 向 を示 した。 これ は ブ プ ロ フ ェ ジ

ンが遅 効 性 で あ るた め か も しれ な い。 しか し,ク モ 類 は

餌 捕 獲 量 に反応 して採 餌場 所 を変 え るため(TURNBULL ,

1964;OLIVE,1982;田 中 ,1987),後 半 にみ られ た個 体

数増加の抑制は,餌 密度の低下によってクモが移動した

ためとも考えられる。この試験では1区 画が5×9mと

狭いため,移 動の影響があらわれやすいと考えられる。

これまでの研究において,薬 剤散布後の天敵の個体数減

少は,薬 剤による天敵の死亡として扱われてきた。しか

し,上 述したように餌密度の低下による移動も個体数減

少の原因である可能性があり,今 後マーキ ング法等 を用

いた移動調査 をあわせて行 う必要がある。
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